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野鴨の報告ごたより

　　　1941年九月21日の

一分麟蝕時に趣ける無湿劇化

醍　　　醐
岡　　　轟

正
［

　緒　　　　言

　今回の日蝕において，’1者等の観測地横濱は，朝は曇りはしてみたが次第に

暗上り，午前中は好晴であった．然し，正午前より南西の室から現れた巻層雲

は次第に其勢力を増し，初脇前には，ほとんど全天を蔽ってしまった．

　蝕分中は時々來る薄雲を通して蝕分状況を観測し得らる㌧悪天況であった．

此の爲時刻決定等の観測は出世なかった．しかし部分蝕の維過中に於ける氣

温降下攣化の観測を途行ずることが出來たので，此の結果に付き，ご玉に報一告

いたす次第である．

　鯉　測　方　法

　撮氏50。，1。／2目棒状寒暖計（玉屋製）による．地上1米にて1。／10まで目測．

観測時刻に於ける測定は，15秒前一一観測時一15秒嵐　の3回測定を行ひ，こ

の雫均値を採用した．爾，比較研究のため，22日の融解も行った．（蝕分中は

15分間’々β扇）

　筆者の一人Ri．（氣温観測に経験を有す）が，氣温の測定にあたり，他の一人

T．は三階状態観測及び太陽直射熱測定（これは雲の爲結果出す）の襯測に當

つた．

　全國氣象獣況

　第1圖，2圓は，参考のため中央氣三菱ラヂオ獲表に依る全國氣象より作製

した，6時及12時の天氣圖である．

　結果と二三の私見

　約6割に到る蝕分中，14時15分，30分目は，初薦前後に於ける23。8Cより

最低22℃まで降下し，其の差1。8Cに及び，13時頃よりの降下は蝕分による影

響がかなり明瞭に現れた．　（第3岡）蝕甚後15分～30分の間に最低博があった

様である．

　以上の結果は，皆既蝕下に於けるものN如く顯著な攣化は勿論みられないが

部分蝕下におけるものとして割合に，良く降下現象が現れたものと思ふ。且22

日は曇ではあるが，21日とは類似せる氣象状態であり，　これと比較する時明
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21日の四温及各氣象要素表
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第3圖　部分蝕による氣温降下と翌22Hの愚生との比較圖
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瞭なるものがある．

　蝕の日は前記の如く薄曇であったにもか丈はらす氣温降下現象の現れたのは

12時以後一夕刻に到るまで薄曇として，天氣が安定してみた爲であらうと思は

れる．（雲の齪行等による急激なる日射二化や，風力，風向二化に件ふ影響が

なく）勿論，全然快晴であれば，より顯著に現れたであらうことは想象に難く

ない．

　結　　　　　語

　今回の日蝕は，當地においては時刻観測等は悪天の爲，出來得なかったが，

部分蝕間に於ける氣温降下現象を，微かな攣化度ではあるが，槍出し得られた

ことは望外の喜びであった．以上，不備な報告ながら，皆既蝕下，或ひは他の

部分蝕下に於ける此の種の観測等との比較研究等に何等かの御参考ともなり得

ますればと，所りつy……・・．（1941・9・23）

伊撞観測所よリ

　拝啓豪富への御多忙の御族行で嚥かし御疲れの事と存じます．生檜快暗と

云ふ天候でなく，御心淺りかと存じますが，御成功を御観し申上ます．（中略）

　さて，21日の部分蝕は，當地：方も，朝から曇天で駄目かと思っておりました

が，初戯の時に一寸晴れましたが，方向角の些少の誤の爲，正しV・コンタクト

が取れす，失敗致しましたが，雲を透じて，やっと三枚の爲眞が撮れましたの
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で別封で御逸り致します．共に，時刻は補正濟のものであります．1時57分

47．2秒のものは例の大黒黒占群が爲っております，　　　　　　　　不備

　　九月26日　　　　　　　　　伊蓬英太郎

名古屋の日蝕

　九月21日，待望の日は來た．18日より標準時計ゲント大型懐中時計を各時

報に合すて，蝕の撮影の準備も全く整ぴ，明くれば當日，何時もの如く6時に

起きて，室を眺めれば，快晴，全く申分ない．シiイングも上々，器械は26

cm（6　cmに絞る）反射．附驕6cm無銀反射，40×の回申．

　9時頃に犬山の山田達雄君，10時に青井秀夫，渡邊鋼手爾君來蔓，當天文墓

では小生と山田新とで，タイム観測と爲眞と爾方面を致す豫定なりしも；11時

頃より薄雲はびこり，室は思はしからす，初旛の弘報痔刻12時39分01秒には

黒雲にさまたげられ，全く観測不能．心中何時も下層雲にさまたげられ，撮影

も不可能，復圓（15時08分野も同様，雲にさまたげられたが，初麟よりは良

く，白い太陽と黒い月とのなす直線が次第に小さくなって行く廣まで観測出生

たけれど，又黒雲來り其の聞5秒位雲が薄くなって，見れば，今迄の跡は全く

なく，何時もの見なれた太陽になってみた．3～4秒黒雲の十八がおそければ，

復圓の槻測は国字た筈で，残念．

　4cm屈折機と13　cm反射機を：持って名古屋新聞砒屋上へ出張観測した青井，

渡邊爾君も，タイム槻測は雲の爲，出志す，15時30分齢皇された．

　17時頃より晴れ始め，18時には全くの快晴，22時まで攣星の観測をしたの

であるが，雲はなく，0であった．（16－9－22）

　　　　　　　　　　　　　　　　小澤天丈肇小澤喜一

熊本市の日蝕

　：甚だ邊れ走せ乍ら，九月21日の當地に於ける部分日蝕の襯測に就いて概報

して置く．

　自分は第五高等學校に於V・て，13cm反射鏡の投影法に依り襯測を行った．

當日は朝から曇りで，初蔚の直後に漸く晴れ，蝕甚時と復圓には諸々極どく雲

に牙防1さ贈る等，實にハラハラさせる天応であった．爲にタイムの観測は全然

失敗に比した．併し，15cmの大きさに太陽像を投じて，蝕分の観測をやった

から下に記す。12h　36皿に0．14，13t「05mに0．40，13h　15mtc　O．54，13h　35mに0．66，

13h42mに0，73，14hO8mに0．67，14h21mに0．50．五高観測班は池田教授の指揮
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下に，照度や濫度等の観測を途行し成功を牧めた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊本市津留繁雄

　　　　　　　　　　　　　和歌山の部門蝕

　日蝕忌日は相當雲多く，初脇は全く邪魔されて，タイムの測定は出來なかっ

た．しかし蝕甚近くから，雲切れ，不完全ながら最後まで見ることが瞬刻た．

　絡腸時刻測定　　15時9分20秒

この外に，」枚の乾板に10分毎の蝕の相を撮影する手はずをしてみたが，雲

の爲4個の像を得たにすぎなかった．叉，蝕中の氣温測定をしたが，蝕甚よ

り30分程後，ごく僅かの下降が見られただけであった．

　　　　　　　　　　　　　　和歌山縣有田郡金屋　小雪孝二郎

　　　　　　　　　　　日蝕の朝の黄道光

　　　　　　　　　　　　富　田　私　一　郎

観測地　東京市世田谷匿玉川用賀町2
　／1097

観測者　富田弘一郎

時…　9．IJ　1941年九月21日3h．50コ口日

　出前1h　30m）

離　角　96a

幅　　　46。

頂黒占の偏り20N

中心線の傾き　4。N

シ1イング　　7

外形北rP，南rP
明るさ　13．5×A
　　　　’II　2　xA
　　　　III　1　x　A

色　　　W

明るさの攣光　1：3．　5xA一一＞2×A
　→3×Aと攣化す（4h　10m－15m
　にかけて）

外形の憂形なし
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備老Z・B・淡し，プレヤヂスまで（3h40m～4h20m）

東　京　よ　　り

前略　日蝕は，雲非常に多く，爲眞4枚，スクーツチ12枚，したきりです．コ

ンタクトは下記の如し．

　　　初　麟　　　　　12h　46mO4s

　　　復圓　　不　能

　　　東繹　 139。38’00”北緯：35。37！20”

　　　機械　 115mm反射投影

以上お報らせまでに．

　　　　　　　東京市僅田谷匠玉川用賀町ニノー〇九七富田弘一郎

静岡縣吉言
　去る九月21日の部分日蝕観測結果，下記の通り，御報告申上唇．

1・観測除組織（天文班）大石　辰次　　柴田　銀一　（元本協會員）

　　　　　　　　（撮影班）高桑　豊亥　　古山　登一　　田邊　定男

　　　　　　　　（記録班）赤堀．重夫　　石上　五郎（元黄道光観測者）

　　　　　　　　（氣象班）青島　次郎　　磯部　孝雄（2名四中直生）

　　　　　　　　計9名　　穂指揮　　小生之に當る．

2，観測隊位置東経138度15分38秒

　　　　　　　北緯　34度50分11秒
　　　　　　　　静岡縣志太郡高洲村塾太夫1552番地

3，観測計豊　（1）第1，第4接鰯の時刻測定，（2）蝕甚時の蝕分率測定，

　　　　　　　　（3）1日中の温度，漏度の測定，（4）高層氣流の測定，

　　　　　　　　（5）金星の観察，　　　　　　　（6）前後の黄道光の観察．

4，観測結果（1）第4接腸15時…10分27秒
　　　　　　　（3）記載不致

　　　　　　　　第！接醐，金星は密雲の爲不能，他は部分的に観察す．爲

　　　　　　　　眞20激枚を得たるも目下整約中なり．

5，観測蝪概況野天に約3坪の暗室を作り，之より屈折鏡を出して，之よ

　　　　　　　　り光線を導きて，室内に経，30二一40糎の投影像にて観測，

　　　　　　　一一meの観望，撮影を吊す．
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6，標準時計の精彩過去1ケ月間試験を見るに1日に約1秒一＝孚秒程度の日差あ

　　　　　　　　るタバン製16型懐中時計を使用す．

　　　　　　　　JOAK　12時時報に於て2秒孚の差を認めたり．

7，隊員組織に付て當地は協會員極めて僅少なり．依って天：文外の素人の結合

　　　　　　　　を計書せり．即ち前記，高桑，田邊爾氏は爲眞業．時計係

　　　　　　　　赤堀氏は以前より保時技術は素人なるも専門家の域ありて

　　　　　　　　全部護時は二二撮影を計回せるも「フイルモ」不備g）爲に失

　　　　　　　　敗す．

8，観測　目㌔的　（1）天文知識の普及宣傳

　　　　　　　　（2）天文フアンの獲得，親睦，團結

　　　　　　　　（3）純然たる科學的観測債値

　　　　　　　　　以上三項は天候不順と準備不全の瓢あるも略々目的を完途

　　　　　　　　　するを得て欣快とする所なil　．

　　　　　　　　樹槻測除の多数なる事は今回旧蝕素人観測隊に於ては世界

　　　　　　　　　一を目標として組織す．

9，雑 録次期観測事項に付て種々不備の黒占に付き大なる温点と足ら

　　ざる所を教へられ大に得る所あり．

　尚今回の事業は小生の稜案して途行せる．ものN第四次事業

　にて天文外一士の協力極め℃多く，　小生として感謝する所

　なり．

以上九ケ條御報告申上候．

　昭和16年九月26日 以上　　大　石　　辰　次

愛媛縣寺　内

揚　　所　　國民學校々庭　　　　東経133度41分

　　　　　　　　　　　　　　北緯　33度57分2

概測用具　　双眼鏡，望遠鏡，磁石，ストツプテツチ，寒暖計，プリズム

観測班　　班長　（訓導）森野　　一　　　班員　高等科生

　以上の組織により別紙の如ぎ結果を得ました．御報告申上けます。

　　九月22日　　　　　　　愛媛一字摩郡　寺内國民學校

　　　　　　　　　　　　日蝕観測の結果

　時刻温度　備考　　時刻
12時35分26秒7　22．5。C日蝕始まりの時刻　　12時48　20

　43　32　22．6　1　50　12

温度
22．7

22．7

備　　考
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　　　　　　　　　　　　青森縣田舎舘村

　準　備　　各観測係の係名と任務

1，氣温係　工藤善藏，稻葉恒雄

　日蝕の際の氣温め降下は當然考へられることである．然らば果してどの狸度

　に降下するか，これを測定するのが本丁の任務である．

2，輻射係　齋藤秀作，日村義衛

　黒色の物は輻射熱をよく吸牧する．然らば銭卜を黒布にて包める寒暖計は，

　普通の寒暖計よりもどの位高くなるか，そしてその差は常に一定であるか，

　蝕による差の攣化は認められないか，これらを測定するのが本係の任務であ

　る．輻射係といふ名は少し攣だが，適當な名がないので，かく名づけて置い

　た．

3，濃球係　原子義徳，菊地利衛

　日蝕の際に於ける氣温の降下に件って，灘度の上昇が想像される．卑の漁球

　の示度と，二二の差から，漁度を求めプその攣化，及び氣温との關係をみる

　のが本係の任務である．

4，天候係　山本武盆，八木澤勝三郎，日村義光，阿保武作，葛西榮藏

　との係は直接日蝕には町回ないが，測定時の天氣太陽の状態，風向，風力

　等を観測する．

5，高度係纏光塩齋藤重螂，阿保金一，葛西勇藏，工藤騰
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　これも直接日蝕には關係がなV・が，測定時に於ける太陽の高度を手製の測角

　器3個日，クリノメ｝タ1を用ぴて測定す．

6，スゲツチ係　山口清弘，阿保金次郎，阿保邦彦，　中畑兵右衛門，三橋幸作，菊地勝芳

　　　　　　　阿部鐵男，田澤末吉，田澤鎖1一

　一定時間毎に，望遠鏡及びス・ガラスを用ぴて，太陽の歓けて行く朕態をズ

　ケツチす．

7，タイム係　木村政利，西村昭一

　初麟及び復圓時刻の測定，測定及び観測時刻（12時30分より，15時30分

まで，．10分毎に）の報ft・

　観測結果

1，天瀬歌況

　午前は曇ったり，小雨が降ったりの天氣なので，午後の観測はどうかなあと

　危しまれたが，午後になったら，暗れたり，曇ったりの天氣となり，幸蓮に

　も，観測時刻が丁度晴・間を見せた時にあたり，更に14時頃からは，　晴れの

　錦鯉となった．13時…10分に少しく曇って，スケッチが35秒遅れたのみで，

　其のほかは観測に何等の支障も來さなかった．

2，初蔚及復圓時刻

　精密に測定するととは出來ないが，それでもやってみた．時計の遅れ等を補

　正して計算し直したら，

　初脇一12時46分9秒t復圓一14時58分9秒，となった．参考までに理科

　年表に示された仙皇と札幌に於ける初彪及び復圓時刻を示すと，

　　　場所　　　 初麟時刻　　　 王事時刻
　　仙　　毫　　　　　12時、47分18秒　　　　　　15時4分18秒

　　札　　幌　　　　　12蒔46分18秒　　　　　　14時52分30秒
3，蝕甚悲劇

　13時50分から14時にかけて，一番歓けたやうであった．

4，日蝕スケッチ

　12時50分から14時55分まで，10分毎に（但し最後は5分置き）スケッチ

　した．

5・其の他の諸観測の結果　は下に表にして示した．叉グラフにも書いてみた．

一締擁・難論氣一混…考
12h30m北西

　40　北西

　50　北西

風
風
風

疾
疾
疾

カクレ・52。

　出　　47
ウスグ
　　　45モリ

19．00C

20．　0

22．　0

18．00CI12．08Cl　51

19．　0　［13．　0　1　45

19．　8　113．　5　1　43

初麟12．46．09
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13hOO血

　ユ0

　20
　30
　40
　50

14，　OO

　IO
　20
　30

　40

　50

15　OO

　10
　20
　30

西
北
北
西
北
西

　
レ
グ

出
ク
ス
リ
出
出
出

　
カ
ウ
モ

風
風
風
風
風
風

和
疾
疾
和
疾
疾

風
風
風
風
風
風

和
和
疾
疾
疾
疾

晒
西
西
西
晒
西

⇒
　
　
　
　
　
　
⇒

西
県
西
西

風
風
風

疾
和
和

出
出
出
出
出
出
・

出
出
出

和風1出

440

41

42？

40

38

38

7
6
4
2
1
0

3
3
3
3
3
3

28

^
／
／

21．05C

2e．　5

20．　0

19．　5

19．　3

20．　4

18．　5

19．　3

ヒ20．0

20．　3

20．　4

20．　4

21．　0

21．　0

2L　0

21．　5

19．00C

19．　0

18．　8

18．　4

18．　5

19．　0

17．　7

18．　0

18．　2

18．　8

19．　0

18．　9

19．　5

19．　2

1［．2

20．　9

13．01C

12．　9

12．　8

12．　6

12．　7

13．　0

11．　9

12．　0

12．　5

12．　0

12．　9

12．　1

13．　0

12．　5

13．　0

14．　0

5
5
5
5
F
D
5

’
4
バ
讐
4
4
4
4

35秒オクレテ，

スケッチ

3
3
8
8
5
8

4
置
4
4
3
4
3

2
2
5
4

4
4
4
4
4

復圓14．58．09

氣温　黒布寒暖計と氣温の差のグラフ　（略一編者）

1，日蝕による氣温の降下は明らかに認められた．14時に最低となった．

2，黒布塞暖計と氣温の差偉，大盟蝕甚の頃が最：少となった。

3，漁度は極度に低く，臣下との相互關係も認められない．

　これは恐らく，測定の際，三部に水を多く含ませた結果だらう．

4，高度は漸次低下して行くべきであるが，13時20分には，前よりも少しく高

　　くなった，とれは明らかに測定の誤である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八　木　澤　誠　吹

窩

　拝啓九月21日の日蝕観測は，

測が出來ました．

　　　　　　　　　　　初　膨

　　　　　　　　　　　蝕　甚

　　　　　　　　　　　復　圓

　14時25分以後，

知 市

高知は曇でしたが，雲の間に間に太陽を観

　　　　　　　　　天候に恵まれす，

叉，13時5分から38分までは雲のために観測できませんでした．

12時32分

13時48分

15時08分

復圓までの槻測は出來ませんでした，

　　　　　　　　　　　　以上

高知市中新町2／141　　秋 澤 保
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位概　　東経

　　　　北緯

　　　　標高

東京市淀橋画百人町

1390　42t　4！t　4

350　41’　55．”　4

34m

5糎屈折経緯儀に40倍を用ふ．

　　　　　　　　　　初葛　　　12h．46m　18s

　　　　　　　　　　復　圓　　　　15h　　Ogm　16s

時計はウォルサム懐中型，ラヂオに依り時報を採りたり．

初鶴復圓共に雲及び悪シiイングに憐されたり「．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　川　登　代　雄

島根縣東仙鎧村

前略　九月21日，日蝕経過を報告申し上げます．

位置

薦
圓

初
復

初繭は薄雲を通して素謡せる爲充分ならす，

　温度（氣温）測定をなせるにZF常よりの推定温度曲線より三度位のi氣温降下

ありたり．

雲量は初薦當時8位なりしも次第に減じ，3以下となウ好天氣なり．

　　　　　　　　　　　　　　島根縣美濃郡東仙道村野村　修

東経131度55分58秒

北緯　34度40分39秒

12時28分16秒

15時4分41秒
　（望遠鏡，15糎反射，無鍍銀，90倍絵にて）

　　　　　　シiイング不良．

徳 轟

　拝啓　（前略）

　さて本日待望の日蝕がありましたが，私は縣立徳島中學校へ行き，同校の五

藤式三吋経緯毫で蝕の初めから絡りまでを槻測しました．私と一しょに麹測し

た生徒は20人程でした．又，蝕の初めから終りまでの氣墜，温度（氣温），風

雲等を同時観測しました．観測の主なるものは次の通りです．何か御参考にな

りますれば幸ぴと存じます．

　徳島地方は，朝8時頃に雲間より、日光を約些些聞見ましたが，それ以後はす

うつと曇り，12時30分頃薄雲りとなり，初手は見ることが出來す，それ以後
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　　日　　時

194］年九月

　21日12時27分

　　　　40
　　　　49
　　　　51
　　　13　6

　　　　14
　　　　24

氣塵

767．粍3

767．　4

767．　5

767．　4

767．　4

767．　4

氣温

24．0　C

24．　7

24．　75

24，　6

24．　5

24．　5

24．　2

時　　氣歴　　氣濫

13時50分767．粍224．。C

　54　24　58　765．　2　23．4

15　20　32．　25
　25　23．　25
　35　23．5
　45　766．　0　24，　O

夢天候

北北西ノ風後
北西ノ風三米
薄曇”

右ノ方二15時
頃澤山ノ蝶黙
テ見マシタ

も面薄い雲がかSり，望遠鏡に光が入らす，そこで私の用意してみた2放ガラ

スを合はせて喧したガラスで見て，41分に第1のスケッチをしました．13時

になるも晴れす依然として稀薄な雲に大室が掩はれ，時々雲間より40秒ほど

光が出ましたが，13時20分頃，極く薄V・雲となり望遠鏡に光が入りましたの

で物理教室内に持ちこみ，太陽投映機でスクリーンに映し，後絡るまでそのま

Nで観測しました．蝕甚の時も槻測出來ましたが，復圓の時再び曇りそれは見

えませんでした．風は北北西後北西の風3米で大した攣化はあウませんでし

た．木の葉の間隙よりもれる影が，皆，蝕の影を映じ，しばらく興味がありま

した．15時20分快晴となりました．大薩好成績に終りました．

　簡軍資ら徳島に於ける部分日蝕の観測凹型を申し上げた次第であります．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐡則部員輻永嘉彦

滋賀　縣堅　田

温度の攣化

13h　OOm　22．a8C

13　30　22．e7

13　56　21．08

14　00　21．e4

14　20　21．e5．

14一　50　21．07

明るさの攣化

12h　55m

13　10

13　30

13　56

15　OO

1．2

1．O

O．7

もれ

1．2

（覗力表使用）

　　　　中　　村

朝 鮮

　拝啓　　　（前略）

　今回の日蝕に際し，脳弓撮影仕孫子，報告の意味に隔て御尋附’申上候間，御

笑覧貸下度候，’
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　計時観測は，當地附近には観測者も無之と存候間観測致すべしと存候威規準

とも致すべき時計の正確なるもの無之，且つ六日正午の時報を京城放逸局の失

態により跡取不能と相成噺念仕候聞，不臨御諒承以下諸候．篇眞撮影要領別紙

の如くに御座候．

場所朝鮮木浦府霞町の自宅

機域　西村i製15糎反射経緯墓i（木邊氏の鏡）

　　　四鏡の鍍銀を剥がす，シボリ10糎

　　　五二製サン・ダイヤゴナル・プジズムを用ふ，（減光のため）．ラィツ製

　　　40粍シュタインハイル・ル1ぺを以て約3倍に引1申し撮影

　　　フィルタ1は淡赤色，さくらR．1號

　　　乾板は昭和C（整色）大名刷判．原板より約2倍に引伸し

　　　露出1〆100秒，さくら微粒子現朦藥にてタンク現累

層的　月の端部が黒黒占に接燭するときに，光學的な現象を呈するやを見るた

　　　めなりしも，結果不良にて目的を果し得す．

1號

2號

3號

4號

5號

初野直後

12時26分

12時32分

13時36分

13時40分

12時16分30秒頃

食甚直後

但し當地の豫定は，初狩

　　　　　　　　蝕甚

　　　　　　　　復：圓

12時14分

13時33分

14時57分牛

結果第一に露出過度であった．之は最も欠鮎．業務多忙と準備日藪不足の

　　　ため，試験撮影の出來なかったことがeg　一一の原因である．試爲は最重

　　　要であることを充分知ってみながら．次にシヤツタ1レリ1ズを押す

　　　とき，カメラが少kプレた．之は最善を審さなかったからである．

　　　　今後に於て努力すべく心がけたV・けれども，業務の都合にて期待出

　　　來す残念です．

　　　　引伸し撮影用にはラaツ禦30粍ダブレット・ル1ぺの：方が良かった

　　　かと後悔してゐます．焦難を正確に合はすことにつV・て少しル1ズで

　　　あったかも知れません。之は最も悪いととです．

藤　森　　永　作
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　明　　星　　襯　　灘　　班．
1941年九月21日，日蝕中氣象・朕態統計表

時　刻

　　　ロ　ヨ

．1240

12　50

13　OO

13　10

13　20

13　30

13　40

13　50

13　54　56

14　OO

14　10

14　20

14　30

14噂．40

14　50

15　OO

15　08

最　高

島　低

年　均

氣　雁
k田端）

　mm
762．43

762．39

76227

763．07

763．06

762．70

761．33

763ユ3

763．13

763ユ3

761．33

，　762．37

761．68

762．17

761．33

761．27

762．37

763．13

761．07

762．33

・氣　温
　C淺井）

23．00C

22．9

23．0

22．7

22．7

22．6

22．6

22．9

22．6

22．7

22．9

22．8

22．7

22．8

22．7

22．5

22．4

23．0

22．4

22．7

氣
カ
ー

蒸
雑

水
張
一

mm
10．74

11．41

10．61

10．92

10．92

11．00

10．55

10．59

10．55

10．21

10ユ8

9．59

10．10

9．51

9．62

10．00

9．84

11．41

9．51

10．37

漁、度
（今井ノ

％
5
3
55

51

54

54

55

53

50

5［

51

51

47

49

47

48

49

48

55

47

52

雲．　齢
し能　口）

K，KN

K，KN

　K，N

K，N，CS　．

CS，KN

K，cs

K，CS

cs，

KC，KN
cs，

KC，K
cs，

K，KC，N
　cs，

　KC
cs，

KC，K，C
cs，

K，C，KC
　cs，

　KC，C
cs，

KN，K
cs，

KN，K
cs，

KN，K

　cs

C

cs

雲　量
（杉田〉

9

9

9

9

95

9

8．5

9

9

8．5

9

9

9

9．5

9．5

9．5

9．5

9．5

8．5

9

風　向
（三年）

NNE

W
N

NE

NE

NNE

NW
NNE

NE

NE

NNW
N

NNW
N

NNE

NNW
NNE

NNE
・NNW
　W
NNE

風　速
（三年〉

　　　　　三年生観測者ハ城戸，古賀，高垣，
備　考
　　　　　終了マデ◎

8
出

1

1．5

2

2．7

2

2

2

3．3

2．8

2

2

2．7

3．52

3

6．6

3．5

58

6．6

1．5

29

寺尾ノ四名．天氣ハ襯測開始ヨリ観測

附 1，位置　東経gh　2m　6．98s　北緯34。40’10”　大阪市東匿餌差
　　町二六，明星商業學校
2，使用望遠鏡　15糎反射赤道儀，3．5糎屈折経緯儀
3，初島雲の爲不明，復圓15時7分50．5秒
4，参加人員60鯨名

　　　　　　　　　　　　　　廣　　　　　　島
算啓　（前略）．

去る九月21日の日蝕は，廣島では，午前申は，とかく曇り勝ちで，室一面
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雲で覆はれ，せっかく用意した望遠鏡レンズを見まして，なきたくなるやうで

したが，13時過ぎてから，西の室に暗れ間が覗いて來ました。10分……20分，

レンズの何庭にうつるかと太陽を見つめてゐましたが，ぱあっと太陽が地上を

照した蒔，サングラスの室には葺日月のやうな太陽の姿が現れて來ました．望

遠鏡にかじりついてみる中にも，太陽は一刻・々・々かけて行きます．“欲けてる々

々” C’ ｴ庭此虞から曇りガラスを見てみる人の聲……1分kk……途に13時50分

頃太陽は最も蝕されてみたやうでした．

　とたん，僕は大任を果し，この日蝕を見た喜びで一ぽいでした．

　窓の外を見ると，成程禾の葉は三日月形に地に影をうつしてゐます．私は望

遠鏡にかじりづき，月の運動をのぞきました．

　やがて15時6分頃，とう々々月は太陽から離れました．

　感激の2時間でしたe以上

　ちなみに，日蝕後の黒黒占は，僕の望遠鏡で14個見出しました．この爲眞は，

13時52分（正確には）に望遠鏡の後に篤冷機をとりつけてとったものです．下

に黒く見えてみるのは黒黙です．（下略）敬具

　九月25日　　 廣島二二中理牝學部襟丈氣象綿測班　 濱　 岡　　 ：尊

長　野　縣噛東　條

即下職員数班に分かれて，次のやうなことをした．猫，特に時計係を設けた．

1，初子12時42分20秒　　野薄15時5分50秒
　　　　　　　　　　　時刻は二項共遺憾ながら不充分と老へます．

2，太陽像の爲生

3，温灘度　乾漁球灘度計を用ふ．（別表の通り）

4，青苔眞　何れも30秒間日光にあてN，　あと10秒薄酸に浸して水洗せる

　　もの。以上

　　　　昭和16年九月21日　騒蝕時に方脅ける温濃度（東條天王山ニテ）

時　刻

12　Pf　45分

　55
13　5

　　15

　　25

　　35

　　0s

　　55

雲量

2
2
2
2
3
3

濫度

27．5　eC

2g．1

26．0

24．8

21．9

21．2

20．0

20．0

漁度

47．5％

48．0

51．0

62LO

66．0

69．0

72．0

72．0

時　刻

14　af　5分

　15

　25
　35
　45
15　5

　10
　20

雲量

3

4

4

5

5

5

6

6

温度

20．00C

20．0

21．7

21．0

20．0

21．0

21．5

2！0

灘度

72．0％

72．0

66．0

68．5

700

68．5

65．5

68．5
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　　　　　　　　日蝕申に氣のついたこと　　　（生徒叉ハ大入）

1，涼しくなった．　　2，しめりぼくなった，　　3，家の中にみて夕景にな

った様に感ぜられた　　4，フクロウが一聲鳴いた（普通夜に鳴く）・5，ペッ

キを塗って居って刷毛がよくめびなかった（ペンキ職人）．　　6，、太陽の光線

がうすくなった．　　7，眼が少し弱くなった様なi氣がした．　　8，太陽の光

が少し赤味を帯びてみた．　　9，小鳥の姿が割合に見えなかった．　　10，

犬がなV・．た．　　11，何となく淋しかった．12，人の顔が黄色に見えた．

13，雀が田にみなくなった．　　14，雀が軒端で鳴V・た．　　15・瓦島根から

のぼってみた陽炎が見えなくなった．　　16，太陽が肉眼で見えるやうになっ

た．17，繭（カピコの）の色が少しにごって見えた。　　18，土り色がかわった．

　　　　　　　　　　　　　長　　　崎　　　縣

　＃啓初秋の候となり先生方砦様お攣りなき由，何よりと存じます．21日

半日蝕に於きましては，各観測陣共，成功裡に終了の由．なほ先生方の富貴角

の観測も八分通りの成功と，大里新聞誌上にて＃見致し，欣喜止ヒの上も無き事

と＃察致して居ります．

　属地に於きましては，恰度耳目は積雲留れ飛び，或は襯望不可能かと，牛端

悲観の形ではありましたが，蝕甚近く雲間を透して素暗しい姿を眺める事が出

国，叉，太陽面東部に久し振りの大黒瓢を認め，待望の日蝕を十分味ふ事が出

国ました．

　皆様にはよろしくお傳今下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○部隊安武研二

　　　　　　　　　　　　　満　　　洲　．　國

　（第1信）今日は臼蝕の日でございます。も少ししましたら初脇にかsる時

刻でございます．昨日までは美しい室でございましたのに，今日は朝から泣き

出しそうな室で悲観してゐます．（略）こしはボラiリスは46にもなるのです

から，どれ位かけますのか見當もつきません．

　北海道でみました日蝕を思ひ出してゐます。（略）

　（第2信）まちにまちました日蝕を途に曇天の．白め見ることが出來ませんで

した．臨海でしたがしかたありませんでした．蝕甚の頃には少しうす暗kくなり

ました．先生の方は御成功になりましたでしやうか．何とぞ御立派に観測出噛

ましたことを自分が見られませんでしたので，とりわけ御新りみたしてをりま

す．（略）

　九月21日　　　　　　　川洲國○○部隊　本　 田　　 實
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簿岡縣島田町
　：敬啓　（前略）　掘，本月は小生としての無二は，日蝕の準備や日蝕展，其後

の整理に付て全部が使用され痴話末に候．

　日蝕冷評は，當地は朝は快晴なりしも，追々薄雲籏がり，部分蝕も始と絡り

は，薄雲を透して見られるも，蝕甚の前後は至く見えす候ひき．當方爲眞は

観測用として，10糎主鏡にて，初心後と復圓前を23枚撮影，其内4救は特に露

出不足，他にや玉中心よリズレ候もの3，4枚有るかと存候．経過心安としては，

長焦黒占カメラにて，毎5分の一定露出を與へ候．同封爲眞にて御覧被下度候．

叉，日蝕の太陽面の西北隅に見られ候大黒黒占群は，當日の窩眞は，前述通り薄

雲を透してのものに候も，幸前日快晴時の撮影有之，近來の大群の様に存候．

當日は，丁度日曜の爲，観望の公開等は致さssるに，多勢に押寄せられ，而し

之を拒否致すも心なしと存じ，混雑に任せ候も，爲夫，爲翼観測も可成困難致

候．幸ひ，會員熊切君が早くより手傳ってくれ，タイムを記録され，叉，濱松

測候所員も來援，大に便宜を得候．日蝕展覧會は，早くより計書は致居候も，

何分一般的に興味ある材料も少く，躇躊候びしも，三鷹廣瀬氏の好意もあり，

それに貴會潜行のもの，當：方自作のもの等にて，それぞれに鉾形を記し，且，

別に日蝕常識として，概略を揚出し候虚，他の展覧に比し，來観者平均に多

く，開門も10日に及び候．皆熱心に來観され，相喜居候．試みに，展覧目録

を左に記し申し候．

　　　　　　　　　　　　日　蝕　展　　　目　録

1，二百年下前の中欧の日蝕圖（バット圖局部f申）

2，1932年米國日蝕コロナ

3　〃　　　　フラツシユスペク1・ル
　’

4，ダイヤモンドリング

5，　1934年音区分日食虫経過

6，tf　　　　　　　同引伸『

7，1936年北海道目溢コロナと紅焔

8，〃　　　　　　　同スケッチ

9，1941年日蝕地圖（米暦より）

10，　〃　　　　拝承虫時亥口少幸艮表

II，1941年日蝕皆既線大地下

知　新譜
東京弓丈蜜

　　1／

知新複製

知新撮影
　　ノノ

花山天丈蜜

　　／／

知新複製

知新記入
　　之は東亜共榮圏地雨に皆既線及観測隊位置等記入のもの（之は

　　日蝕當日まで）

12，今団の日蝕観測寓眞の内七面と経過罵眞其他琴ナップ引伸（之は廿

　　二日より陣列）

13，日本で見える日蝕表
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14，1941年日蝕日本附近詳圖

15，アインスタイン像

16，アインスタイン星野罵眞

17，　1936年目区分套虫

13」　1937年日帯倉虫

19，1939年ペノレ1日蝕コロナ

：？：∵（諜難謙
22，掩　　　蔽

23，1936年日蝕當日の地電流記録

　　　　　　　愈期　　九月19日より28日まで

　　　　　　　愈場　　當方陳列室「感光洞」

知i新複製

協會登行

東北帝大
知　　　新

　　J／

協會登行

知　　　新

　　t／

　　t！

名古屋逓信局

　　　　　　　　之は店の隣室にて，時々窮眞や絃差等陳列の壁面八間許の小室に候

　展覧會爲眞は，昨夜閉會に際し，店の女達を入れて撮影候も，少しく堅く相

成様に候．先は，右大略御報迄．何れ近日中に山本先生へ御拝名の事と存じ，

委細其筋に譲り申候．＃具

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知新観劇塁溝水眞一

『壷灘へ日蝕を見に行った話』

今治　　飯 義　壽

　1936年の北海道の皆既蝕を見た私は，其時の感激を友人達に点り，“1941年

の毫湾の日蝕は，順風のシ1ズンだし，1943年の北海道の日蝕は嚴冬の早曉

だから，時聞的に，場所的iC，何れも成功の可能1生が少ないから，あの時の成

功は實に千載一遇とも云ふべく，實に幸幅だつた”と，もう其れで漏足して仕

舞って居るかの如くであった．然るに，1941年の九月21日が近くなると，新聞．

や雑誌に，蔓梅の皆既蝕の記事が出るし，何だか看過しには出來ぬ氣持ちにな

って來たところへ，大朝の通信部の宮岡君が，“何か四國版の紙上に日蝕につ

いて書いてくれ”との注文である．寸暇をみて“皆既日蝕への思慕”といふ随

想を書き邊つたが，書いて居るうちに，“コロナの紳秘的な美しさに打たれた

あの時の感激”が心の中tc　．一涙ぐましき迄に甦へり，愈々以て今回も，どこか

へ行かすには居られなV・自己催眠的な氣持ちにさせられて來た．その文の中に

は，こんなセンテンスがあった“實際，何といふ美しい，叉，荘嚴な宇宙の象

景であった事よ1否，感激でさへあった，人々は思はす拍手し，萬歳の叫び

が自然に送ぱしり出たのであった．誰も彼もみんな泣いて居た．本當に，あの

手輿，腹の底から萬歳を叫んだ事は無かったと思ふ”又，“此の雄偉な天界の
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美象に直しては，人間の醜さ弱さを一入感ぜすにば居られないのであった．そ

して，それ斎け宇宙の創造者としての，叉，その主宰者としての紳を讃仰せす

には居られないのであった．今年も亦，日本でコロナが見へる1　～これは何と

　　　　　　　　　ごいふ恵まれたニユ1スであらう．………然かも，北海道の1分50秒に比して

今回は3分飴といふ長時間，此のコロナの美景が観賞出來るといふのである．

……… w春宵の一刻値千金』などの比ではない．私は矢も楯もたまらない想ぴ

である．……；・・これを見逃せば次は………”云々．

　私はこの新聞の“随想”を父に譲んできかせた所，帥座に“ぢや行って來な

さい”との御許しである．鯨日は幾日もない．直ちに門司の友人へ電話をか

け，叉，神戸の税關に勤務せる友人に霊力して貰って，18日門可出帆の0．S．K：

の00丸の船室をやっと取る事が出血た．　そして，壷薄の友人には，山本先

生の宿舎を調べて置く様にたのみなどしで，大急ぎ仕度をして，門司から船に

乗ってみると，山本：先生や會員の井本進君外藪名と，北海道でも落ち合った感

激組の一人大阪の吉田長群氏も一緒である．

　それから2日間の船中は，たのしく，講演會も開き，打合せ倉も開きなどし

て，賑やかに過した．事務長や司厨長なども，V・ろいろ日蝕のことを尋ねに來

る。童謡の配置圖を貰って來て頭をひねる井本兄，“必ず見へる事を信じて居

るのだ”といひ，　そして，“吉か凶か何ちらになるか解らぬ事は凡て善意に考

へて樂観する事に決めて居るのだ”とV・ふ彊氣の吉田兄等々々，皆既の際に於

ける観測上の注意や，コロナの美しさにつV・ての話になると，北海道での艦験

をもつて居る吉田兄や私がみんなを聞き手にさせる………．航海中の2日間は

室も非常に美しく，特に星室の美しさは，夜の航海にのみ許された特灌であ

った．爾夜とも，私は一入で2時間位づL墨引上甲板に上って星座の復習をし

た．　アンドロメダの大星霧や，ペルセウスの二重星團も，美しく肉眼でみへ

た．幾つかの美しい流星も敷へた．火星，土星，木星の大きな光彩が塵室を1

層i美しく飾る．“オ141”と此等の兄弟星に呼びかけたい位である．私は船

中から家へ手紙を書いて，基隆着と同時に航尾張に托したのであるが，其中に

“tの美しい星室との親交を恢復し得たk’けでも心添心行は有意義なものであ

った”と書いた位である．

　九月20日，船は愈々基隆に近づく．果して，基隆は雲があるが，アジンコ

1ト島や富貴角のあたりは明るい．面一思案の二黒又，槻測地ρ分散といふ

事は常に必要且つ賢明であるが故に，私はアジンコ1トの沖で此日蝕を見る事

に定めた．そして，基隆着と同時にN．Y．K：．に走って，21日午前11時基隆

獲のOO丸の切符を一高買って仕舞つた．友人や，又，親戚の代理で迎へに來

て果れて居た人々も，20日に一場に着V・て，21日出護する私に驚き，　あきれ
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て居たが，自分でもあきれて居る！？

　基隆から璽i北への車中，一行を迎へに而て呉れて居た本腰素面支部の吉村兄

から，富貴角の天氣は縄封大丈夫である事，先着の水の谷兄外澤山の會員が向

ふで待って居る事，今夜は富貴角の燈壷で泊る事にしてある事，日本一ユ1ス

映書班や，放邊局の實況放邊陣も富貴角へ行って居る事等，大いに心は引かれ

たが，．吉村氏の“同封大丈夫”とV、ふ前提に於て考へれば，富貴角は120秒，

アジンコ1トは200秒の皆既時間である．且つ，船の切符を捨てN仕舞ふのも

惜しかったし，來る時は00丸だつたから　今度は00丸に乗っても見幕かつ

たし，叉，山本先生の所謂“日蝕の第一報を内地へ蓮ぶ者”にも成り度かつた

ので，船中で豫虚した分葱通り，私は○○丸で沖に出る事にした．

　實際，其日暗れてさへ居れば私のプランは實に美事な，事功ら感心する償値

のあるものであった．EPち，基隆を午前！1時に出帆した一萬噸の豪華船は，

丁度13時41分にはアジンコ11・の西北の沖で，殆ど皆既線の中央を横切る勘

定になるので，こんな理想的なコンディションは滅多にないと思ふ．且つ，其

3分20秒が濟んで仕舞へば，エンサ・エンサと山を下ったり，乗合自動車にゆ

られ乍ら街へ蜂って來たりする世話はない．すぐ船室に齢って，柔かいベッド

に横になって居れば，家へ婦れるのである………．此の次ぎの“1943年の時

は，寒い目をせぬやう，狩勝峠を其の時間に下る列車の二重窓の中からコロナ

を見度い”なんて吉田兄と話し合ったが，今のは其れ以上に良い條件である．

　扱て，21日の朝，轟轟で起きるなり，新聞をみたが，天宇宙報は芳ばしく

無い．しかし今更後へも引けす，9時の汽車で10時基隆着，直ちにハイやして，

顔氏の庭に陣を張る九大の伊藤教授を訪問，見學する．～訟は地磁氣偏差計を

据へて，天幕を通して，測定するので，雨でも曇りでも，おかまぴ無しといふ

のだから，いけない．直ちに引返して，出帆10分前に乗船。沖の：方は明るい

ので，マア，マアと樂観し乍ら，然し晴天を慮り乍ら，船は進む．

　午餐後，友入からの紹介朕を持って船長吉山求馬氏を訪ねて，來意を告げた
　　　　　　　　　　　　　プワツヂ
結果，理解ある御好意により，船橋上で，船の双眼鏡や，六分儀を使はして頂

いて，一緒に襯測に協力して頂く．セカンド・メiトの織田氏は，色k話して居

ると，今治の前の大三島の人だといふことで，定軌やコンパスを海圖の上にあ

てX，船の位置を測定して，アジンコiトの正西北4浬8分，東経122。1ノ，北

緯25041’一これが13時41分7．）位置であるから，アジンコ1　）・の各要素が薪

聞に豫報されて居るのと翼比して，船上の観測も或程度の成果は期待心良るわ

けであるが・・……・然し乍ら，萬事休す　1　雲の切目は途に來らす，コロナの

美は終始望見する事は出來なかった．指呼の間にみゆるアジンコ1トの陣螢も

同じ嘆き，同じ長大息を繰返して居た事と思ふて，同情に耐へない．私などと
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違って，歎日の間，不便不自由な島に籠城して，今日の日を待って居て，これ

である．考へて見ても涙の種といふべきか1然し，富貴角からの實況三途を

きいて居て呉れた同室の方から“富貴角は雲が切れて，暫時コロナが見へた”

といふ話をきいてとてもうれしかった．叉，三夜の＝ユ1スで，石垣島も快晴

でダ大成功ときいて，これ亦うれしかった．

　然しabove　all！私の槻測陣からはコロナの神秘的な美しさは途に鑑賞出

門なかった．然し，雲を通して，丁度色ガラスを通してみる太陽の様に，赤い

牟月形の太陽は刻々と細くなって行くのが十分望見出來たし，砦忌中もピンボ

ケの日蝕爲眞の様に，叉黒い太陽を圏む反彩層のリングが，丁度金環蝕を，厚

い雲を通してみる様に天平に浮んで居るのがみえたけれど，眞珠光の輝きは雲

に吸牧されてしまって，蔓なしであった．若し私が北海道で本物のコロナをみ

て居なかったら，コ・ナとはこんなもの，帥ち，日蝕爲眞と同じ“色のない

もの”と信じて仕舞ってたであらう．それから，野牛も，生光も，全部雲とい

ふ色ガラス越しだから，双眼鏡でもマバユク無く見へた1二って，最後のフラ

ッシュといふ印象もなく，叉，ダイヤモンド・リングといふ印象もなく，不凡に

光が現はれて來た．普通の雲のない状態だったら，皆既中の暗さに馴れた瞳孔

に：、いきなり太陽の光が入って來るので，マバゆく，ダイヤモンド・リングの

印象を受けるのだらうけれど………．

　～二んな調子に話して居たら，幾らでもありますが，この邊で止めませう．兎

に角，次は1943年の北海道での雪辱職です．　（1941・9・22・○○丸の船上にて）

ブレテン再登行計建進む　昭和12年以下一三中止されてみた本會の學術研

　究報告ブレテンBulletinが來る十一月から田上天文豪の援助を得て，再々
　竹されるととになりました．これは非費品ですが，特に追約申込みの會員に

　限り實費（逡料を含む）年額金3圓50銭で配布します．

観測手引（画報特別號）本塗急報第498號で豫告致しました「槻測手引」が

　十月中に出面上ります．謄爲版刷り．内容は主として天界に扇面表の記事よ
　b，三星・遊星面・流星・二重星・小遊星・太陽面・黄道光・封日照・彗星・月面・掩

　薇・門中，等を編輯：したもの．限定版．一部逸料共1圓．概に御豫約の：方も更

　めて御申込み下さV・．

　　　　　　　　以上2件，御希望の方は，至急，本會事務局（滋賀縣堅田町）まで

　　　　　　　　　　天　堺　島

根245號（昭和16年十一月忌）

　第335二頁　ノミレル糸口一天丈星暮，4行目

　第351頁　流星課第69回報告，3行目
　第357頁　太陽課，4行目

難鑛翻1劉

誤　表

　　誤　　　　　　　震
Warner－Swaseg　Warner－Swasey
輻射黒の表　　　　輻射黙の表
約牟合プランク　約牟分ブランク
さくしょうきゐア　　　　　　　　ぽいしゃうきん

賠償金　　　　賠償金


